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NPO法人 アスクネット

名古屋市熱田区沢下町8－5
TEL 052－881－4349  FAX052－881－5567

E-mail info@asknet.org
http://www.asknet.org

全国社会福祉協議会
前期共通研修

高浜市学習等支援事業「ステップ」の概要
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自己紹介

NPO法人アスクネット

認定キャリア教育コーディネーター

城取 洋二

（経歴）

愛知教育大学初等教育教員養成課程卒業。

卒業後、愛知県内の学習塾に就職。塾講師として学習指導、校舎責任
者として教室運営などに携わる。

その後、NPO法人アスクネットに入社。平成27年から愛知県高浜市
学習等支援事業「ステップ」の運営責任者として、主に生活困窮世帯の
中高生を対象とした無料の学習支援教室の運営を担当。平成29年から
は愛知県大府市学習支援事業「まなポート」の立ち上げを担当。キャリ
ア教育コーディネーターとして、行政・学校・地域・学生ボランティア
を巻き込んだ場作りを行っている。
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NPO法人アスクネットの活動

「キャリア教育コーディネーター」

・学びあい育ちあう共同体づくり

・「出会い」と「挑戦」の場づくり
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社会人講師の
コーディネート

教育CSR
アイシン環境学習
プログラム等

高校生インターン
シッププログラム

大学生PBL
インターンシップ等
コーディネート

NPO法人アスクネット
小学生から大学生までを対象にした

キャリア教育プログラムをコーディネートする団体
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高浜市の概況

名古屋市から南東へ25㎞に位置する面積13.11㎢（東西4.2㎞、

南北5.5㎞）のコンパクトなまち

➢ 人口（2019年4月1日現在）

・人口：48,863人

（年少人口：7584人（15.5％）、高齢者人口9,203人（18.8％））

・世帯数：20,279世帯

（被保護世帯数：150世帯、被保護者数：210人、保護率4.30‰）

➢ 産業・経済

・屋根瓦の生産量（三州瓦）：全国1位（約70％）

・第2次産業就業人口比率 ：全国1位（51.8％）

➢ 社会資源等

・市内に小学校5校、中学校2校、県立高校1校がある

・福祉サービスの主要な関係機関を三河高浜駅前の

「いきいき広場」に集約

・市内5つの小学校区に住民互助型活動組織「まちづくり協議会」を設置

・全国で唯一の瓦をテーマにした美術館「高浜市やきものの里かわら美術館」がある

全国平均28.1%
（H30.9.15時点人口推計）

全国平均16.9‰
（H29.2現在）
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高浜市学習等支援事業の歩み

2015年
度

高浜市学習等支援事業「ステップ」開始

（※中学1年生～3年生対象）

2016年
度

・「ステップ」の対象者を高校生まで拡大

・小学生学習支援事業「あすたか」開始

（※小学4年生～6年生のひとり親家庭対象）

2017年
度

・南部まちづくり協議会による子ども食堂「すこやかサテディ」との
連携（毎月第2・第4土曜日、16時～19時）

2018年
度

・「あすたか」を「ステップ」に事業統合

⇒小学4年生～6年生「ステップ・ジュニア」

中学1年生～高校3年生「ステップ」
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子どもの将来が生まれ育った環境によって左右されること

のないよう、支援が必要な生徒に対して、自ら将来を描く

ことができるようなプログラムを実施する。

◆高浜市学習等支援事業のねらい

➢平成27年7月25日より、
高浜市学習等支援事業「ステップ」を開始

事業主体：愛知県高浜市（福祉部）
運営主体：特定非営利活動法人アスクネット

高浜市学習等支援事業のねらい
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学習
支援

関係性
の創出

「貧困」が壁となっ
て自らの将来を描く
ことが困難に

壁を
「ステップ」に

「ステップ」の由来
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支援内容

➢ 生徒の習熟度や希望に合わせた学習支援を通じて、学習

意欲の維持、希望する進路への支援等を行う

➢ 学習を通した関わりの中で、高校進学後も自ら学ぶこと

ができる姿勢の育成を目指す

➢ 体験活動や生徒自身のキャリアを考えるイベントを実施

し、生徒の将来を描くことができるように支援する

➢ 様々な大人や地域と関わるイベントを実施し、多様な価

値観を持つ大人や地域との関係性を創出する

学習
支援

関係性
の創出
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➢自らの将来に向けて歩んでいくためのステップ

➢多様な関わり合いから自らの将来を描くためのステップ

➢これまで壁と感じていた困難な状況を乗り越えるためのステップ

◆「ステップ」のコンセプト

支援が必
要な生徒

学校 高浜市
アスク
ネット

地域の
先輩や
大人

大学生
高校生

連携 事業主体 運営主体

連携

「ステップ」
チャレンジを
サポート

※ステップイメージ

運営主体

「ステップ」のコンセプト
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中学校 高等学校 大学・就職等

キャリア教育の実施

地
域
福
祉
の

担
い
手
に

小学校

ひ
と
り
親
家
庭

生
活
困
窮
家
庭

子どもの学習支援に関わる地域関係団体・大学生等

・ 学習等の支援 ・ 食材の提供・調理 ・ イベントへの参画・実施 ・ 貧困対策会議の開催

「高校卒業」が自立に
向けた大きなポイント

高 校 生

支援される側から 支援する側へ

○ 小学校高学年から高等学校卒業まで、子どもの成長段階に即した切れ目のない支援を実施。
○ 高校生になったときには、小学生の学習ボランティアとして活躍できる機会を設ける。
○ 支援が必要な子どもを確実に支援につなげる観点から、子ども健全育成支援員を増員し、家庭訪問を強化。
○ まち協との連携や子ども食堂支援基金の立ち上げ、地域ボランティア団体との協働等、地域との連携を強化

地域コミュニティの強化
社会的孤立の防止

子ども食堂支
援基金

奨励金
の交付

学習支援、進路相談
居場所の確保、食事提供等

学習習慣の習得、地域参加
居場所の確保、食事提供等

学習ボランティア

高校中退防止の取組の実施

アウトリーチによる伴走型の支援・家庭教育支援
親・学校を含めた関係の構築

学習支援を通じ､知り合った方･団体が､日常生活でも『つながる』ことを期待

「支援の連鎖」を確立

高浜市学習等支援事業の全体像

http://www.fumira.jp/cut/gakkou/file213.htm
http://www.fumira.jp/cut/school/index.htm
http://www.fumira.jp/cut/syokugyo/file25.htm
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「ステップ」概要
「ステップ・ジュニア」 「ステップ」

開始時期 2018年度（平成30年度）
※「あすたか」と統合

2015年度（平成27年度）

対象者 ひとり親家庭、生活困窮世帯及び生活保護受給世帯、その他学習等
の支援が必要と認められる者

対象学年 小学4年～6年生 中学1年～高校3年生
※定時制4年生含む

会場 高浜市いきいき広場（「三河高浜」駅前）

開催日・時間 ・木曜日：16時～19時
・第1・3・5土曜日：9時～12時
・第2・4土曜日：13時～16時
※長期休暇中は火・木・土の週3回

・土曜日：9時～16時
※長期休暇中は火・木・土の
週3回

学習支援ボランティア 主に市内高校の生徒・地域住民 主に県内の大学生・社会人

送迎 あり（学校⇔いきいき広場） なし

実施回数（2018年度） 年間106回 年間62回

参加者数（2018年度） のべ514名（1回平均約4.8名） のべ1057名（1回平均約17
名）
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登録児童・生徒の割合（2018年度）

学年 人数 割合

小学4年生 3名 5％

小学5年生 5名 9％

小学6年生 4名 7％

中学1年生 8名 15％

中学2年生 6名 11％

中学3年生 9名 16％

高校1年生 11名 20％

高校2年生 4名 7％

高校3年生 5名 9％

合計 55名 100％
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参加児童・生徒について

➢ 対象児童・生徒

・多様な子どもが集まる明るい場所
・地域に開けた場所
・将来の貧困のリスクを軽減

生活保護
受給世帯

就学援助
受給世帯

ひとり親
世帯

不登校（不
登校傾向）

特別支援
学級

著しい
学習遅滞

生活困窮世帯 将来の貧困のリスクが高い生徒
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学習支援に参加する児童・生徒

➢ 児童・生徒の姿

・家での学習の場が少ない（保護者の不在、兄弟の世話など）

・生活習慣の乱れ

・家族で出かけたり、大勢で食事をとることが少ない

・褒められる・認められる経験が少ない

・他者とのコミュニケーションが極端に苦手

・将来に悲観的

・「家庭の常識」が「社会の常識」

・本来経験できるはずの機会が少ない
・自己肯定感の低さが顕著に見られる
・将来のモデルが少なく、将来を描けない
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教育と福祉の連携

福祉部
（事業主体）

教育委員会子ども健全育成支援員

福祉部 子ども健全育成支援員 教育委員会

ケースワーカーから生
活保護受給世帯に対し
て個別訪問をして利用
を促す

学校や地域の情報の提
供を受け、個別に相談
に応じ、支援の必要が
あれば利用を促す

各中学校の担任教諭か
ら就学援助受給世帯の
中学生に対して利用を
促す

➢対象生徒の拡大

・生活保護受給世帯だけでなく、就学援助受給世帯も対象

・ひとり親世帯、不登校（欠席日数が多い）、特別支援学級、

学習の遅れなど、今後の貧困のリスクが高い生徒を必要に応じて受入
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連携体制構築の必要性

➢多くの学習支援で抱える課題

・多様な困難を抱えた子ども達にどうリーチするか

⇒生活保護受給世帯以外にも困難を抱えた子ども達がいる

・対象を「生活保護受給世帯」に限定してしまうことの弊害

⇒「利用者＝生活困窮世帯」というイメージ

閉鎖的な場になってしまう恐れ

特定の境遇の生徒だけの場所

・多様な困難を抱えた子ども達への支援の場
・「福祉」と「教育」の連携が必要
⇒高浜市では福祉部と教育委員会の連携体制を構築
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行政・学校との連携

➢ 行政・学校との連携

「ステップ」

高浜市

小中学校

・対象者への参加促し
⇒年度初めの校長会で
依頼

・児童生徒の情報共有
のやり取り

・毎月1回の定例ミー
ティング
⇒児童生徒の出席状況
と様子の報告、運営に
関する意見交換など ・通信の発行

⇒小学生は毎月、中高
生は隔月

・相互交流
⇒学校見学、学習支援
教室の授業見学、合同
研修会など
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高校生世代への支援・追跡

➢高校生世代への支援拡大

・対象を高校生まで拡大（2016年より）

・高校生対象「キャリアカウンセリング」

⇒キャリアコンサルタント等による個別面談（希望者）

・追跡調査の実施（郵送・電話等）

⇒高校生世代に対する進路希望状況や中退リスク等の把握

・2018年度高校卒業年次の進路状況

⇒登録者：全員が第1希望の進路に決定（進学・就職）

追跡可能な過去登録者：全員が進路決定（進学・就職）
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地域との連携

➢ 社会人講座

・月1回程度、職業や生き方などについての講座を実施

➢ 図書館から本の貸し出し（小学生）

・毎月約30冊の本を

貸し出し
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地域との連携

➢ 昼食支援

・毎回の昼食を支援（地元の約20団体が支援に協力）

・準備、食事、片付けを生徒と一緒に行い、

家庭教育を補う

・様々な社会体験を補う場
・異年齢の人とのコミュニケーションの場
・地域で支える意識作りの場
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地域との連携

➢ 「すこやかサタディ」（南部まちづくり協議会）

・毎月第2・第4土曜日の16時頃～19時から、

地域共生型福祉施設「あっぽ」にて子ども食堂を開催

・現在、10団体以上が食事提供に協力
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チャレンジサポーターの活動

➢ 学習支援

・生徒2～3名に対し、チャレンジサポーター1名の

グループ学習。

・生徒を担当制にせず、多くの人と関わるようにする。

➢ 関係性の創出

・話し合い活動でコミュニケーション力をのばす。

・生徒向けイベントの実施。

・基礎学力の定着
・他者と協力しながら「頼り・頼られる」経験
・コミュニケーション能力の育成
・生徒のロールモデル
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チャレンジサポーターの活動

➢ チャレンジサポーターの活動の場

・学習支援の運営

➢ 成長の場になる

・多様な人との交流

・コーチング研修等の研修を実施

➢ 場作りについて自ら考え運営する

・毎回、実施後に振り返り会を実施

・定例ミーティング

⇒運営内容について自ら考えて実施することができる

関わる人全員が「学びあい」「成長」できる場に
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地域連携の仕組み作り

➢ 高浜市全体で子ども達を見守る仕組み作り

・「子ども貧困対策会議」の設置

⇒年2回、子ども育成に関わる関係者が集まり、学習支援
等に関して検討

・「たかはま子ども食堂支援推進協議会」の設立

⇒「こども食堂支援基金」を設立し、子ども育成に関わる
食事支援の活動を支援
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「子ども貧困対策会議」の設置

○ 子どもの教育に関わる地域の関係者相互の情報共有やネットワークの構築を図る

とともに、生活困窮家庭や１人親家庭の子どもに対する支援の在り方・今後の関連施

策の取組の方向性等について検討を行い、市の将来を担う子どもたちを地域で一体と

なって育てる機運の醸成、土壌づくりを図ることを目的とする。

【子どもの教育に関わる地域の関係者】

教育委員会

行政関係者

中学校

学習支援の
委託事業者

協力団体

学生ボラン
ティア

小学校

当事者

高浜高校

社会福祉協
議会

◆検討事項
（１）生活困窮家庭及び１人親家庭の子ども

に対する支援の在り方・今後の関連施策
の取組の方向性

（２）地域の関係者（市、学校、家庭、地域
の企業・事業所、住民、委託事業者等）
の役割分担、連携、ネットワークづくり

（３）その他
◆委員
子どもの貧困対策について見識を有数る者、
その他市長が必要と認める者

◆オブザーバー
庁内関係部署のＧＬ、実務担当者

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAMQjRw&url=http://www.city.kofu.yamanashi.jp/smartcity/minnadeeco/kyogikai/index.html&ei=0jBdVZ_yDqTcmgWdhIDoCA&bvm=bv.93756505,d.dGY&psig=AFQjCNEtaieHSH1kPOM780TU8mYWtdkNRw&ust=1432257106278127
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学習支援の役割

【学習支援＝課題解決のための「場」】

【課題】子どもの貧困問題の解決

【支援内容】

学習支援

関係性の構築

生活支援

食事支援

キャリア教育

【地域資源】

大学生

高校生

地域の大人

企業

地域イベント

【連携先】

行政

NPO・市民

教育関係

福祉関係

企業


